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研
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陀
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い

ふ

橈
脚
類
の

標
本
二

個
な

る

が
、

第
一

の

標
本
に

て

は
、

頭
胸

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
｝

部
、

右
方
第
二

觸
角
及

第
五

鈎
の

脚
の

形
状
は
全
く

雄
の

特
性
を

現
は

し、

全

腹
節
數
が

陀

ゴ

四

個
の

み

な
る

は、

雄
の

五

腹
節
と

雌
の

三

腹

部
と
の

中
問

的
形

質
な

り
。

型
的
雌

性
生
殖
器
あ
り

。

兩

側

の

輸
卵
管
は

卵
に

て

満
ち、

雌
性
生

殖
門
の

開

口

存
し、

尚

五

個
の

精
子

束
の

中
、

二

個
は

該
開
ロ

部
に

附
着
し．

他
の

三

個

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　

　
　

　
　

　
O

は

第
一

腹
節
上

即
ち
生

殖
節
上、

稍
々

下

方
に

附
着
せ

る

を
見
る

腹
部
の

後
部
は

杢
く
雄

牲
的
な

り
。

第
二

の

標
本

は、

頭

胸
部、

觸

角
、

第
五

羯
の

脚
及
生

殖
器
も

雄
性
的
な

る

が
、

腹
部
は

全

く

雌

性
的
に

し
て

、

常

態
の

雌
に

比

し
て

僅

少

の

差

異
あ
る

の

み
。

但

し

雌
性
生
殖
門
の

開

口

に

存
せ

す
し
て
、

腹
面
に

は

正
中
線
を

走

れ

る

キ

チ

ン

質
の

梁

状
物
に

て

分
離
せ

ら
れ

た

る

二

個
の

大
な

る

〜

朋

鑒
う

。

蓋
方
の

も
の

砦
方
の

も
の

よ
り

大
に

し
て

、

精

…

轎
覯
禦
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麺
蟹
雄

鞴
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縫
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新

著
隷

介
欄
『

新

着
論

丈
』

參

照
。

著

者
の

房

州
館
山

灣
五

土
ハ

尋
の

深
さ

よ

り

採

集
ゼ

る

單
承

ヤ

の
一

種
ほ

、

長

三

毳
、

巾

七

⊥

耗
の

も
の

に

し

て
、

ξ
§
峯

屬
り

第
三

番
目

に

發
見
ぜ

ら
れ

六

る

種
な

り
。

著

者
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。
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著
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岐
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り

得

力
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ヤ
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蕊（呵
ミ
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p
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図

の

滔

食
管
な

檢

し

て

多

數
の

多
室

性

簇
蟲
な

得
れ

リ
。

是
等

に

尾

部
に

螺

旋
撒
縱

條
恥

有

寸

る

新
型
の

も
の

に

し

て、

特
に
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屬
か

設
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§．
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和

郎
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介
欄
『

新
着
論

文
』

參

照
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著

者
の

序

言
に

よ

れ

ば
、

從

來
知

ら
れ

れ

る

日

本

産

雄
蜻

蛉
亜

科

に

屬
す
る

昆

蟲

は

唯
五

種
に

過

ぎ

す
。

そ
れ

に

封
し

、

著
者

に
、

更
に

十

七
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藐
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終
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主

體
内

移

行

路

　

著
者
の

犬
並
に

猫
に

施
せ

る

試
驗

結
果
に

よ

る

に、

肺
「

ヂ

ス

ト
マ

」

の

最
終
宿
圭

體

内
に

於
る

移
行

路
は

次
の

如
し。

（

蛸
幟
躰

鱸
纛
號

）

即
ち
幼
蟲
は

宿
主

の

滄
化
管
内
に
て

被
嚢

毳
し、

膓

粘
膜
内
に

穿
入

し
、

早
き
は
二

十
四
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間

以

内、

遲
き
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五
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間
以
上

を

經

て

腹
腔
内
に

出
で

、

隨

時

横
隔

膜
を
穿

逋
し、

胸

腔
内

に

侵
入

し
、

一

定
時
期

を
經
過
し、

肺
表
面
よ

う

肺
實
質
内
に

穿

入

し、

嵜
生
性
嚢
腫
を

形
威
す
る

な

り
。

而
し
て

其、

腹
腔
よ
う

胸
腔
に

移
る

は
、

該
幼
蟲
の

自

發
的
蓮

動
に

よ

る

も

の

に

し

て、

單

に
一

定
の

方
向
に

蓮

動
す
と
い

ふ

女
の

も
の

に

あ

ら
奇
ぬ

而
し
て

其
腦
内
乃
至

眼

案
及
眼

瞼
内
に

寄
生

す
る

は
、

頸

動
脹

周
圍
の

緩

粗
織

内
を
上

行
す
る

に

よ

る

も
の

に

し
て

、

元
來
本

蟲
は

肺
臓
固

有
の

寄
生
蟲
と
い

は

ん

よ

う

も、

寧
ろ
一

般

緩
組
織

内
寄
生
蟲
と

稱
す
べ

く、
、

諸
種
の

緩
疎
な

る

組

織
内
に

は、

何
露
に

て

も
充
分
發

育
戒
長
し

得
る

も
の

な
る

が
、

唯

肺
以
外
に

て

は、

營
養
の

充
分
な

る

と、

携
卵
の

自
由
な

る

と
を
得
ざ
る

が

爲
に、

死

滅

す
る

も
の

な

る

が

如
し

。
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L
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前
號
本

項
に

紹

介
せ

し
も
の

3
績

報
な

り
。

本

報
告
に

於
て
、

薯
暇
石

は、
　
亠

ハ

種
の

動
物

試
鵬

欟

に

成
功
せ

る
申
ゼ

蓮
べ

、
　
刀
入

苴
ハ

等
勸
謬

物

體
内
に

於
る

移
行
路
の

横
川
氏
の

い

ふ

所
に
一

致
せ

る

を
解
葡

學

的
並

に

組
織
學

的
に

證

明
せ

り
。

而

し
て

署
者
に

よ

る

に、
「

ヂ
ス

ト

マ

」

幼
蟲
の

試
驗
動
物

體
内
各
厨

に

現
は

る

3
に

要

す
る

日

數

衣

の

如
し

。
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家

兎
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三

日

以
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九
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二

＋
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＋

四

日
以

内

九
日

以

内

＋

七
日

以

内

火

雜

三

十

七

日

以

内録

三

十

六
日

以

内

　

　
（
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澤
六
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●
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臓

「
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マ

」

の

中
間
宿
王

　
　

　
　

の

種
名

（

第
一

報
）

　

蟹
が

肺

臟「
ヂ

ス

ト

マ

一
の

中

問
宿
主
陀

勢

と
は

、

中
瑚
幸
庵
氏

の

臺
灣
に

於

る

發
見

後、

安
藤
亮
氏
が

復
だ

岐
阜
懸
下

に

於
て

確
め

ら
れ

た

る

鏨
る

が
（

飜
難

抄
） 、

頃
日
、

吉

畏
雄
氏
も

、

大

阪
市

外
、

稗
島
に

於
て

、

一

種
の

蟹
に

肺
臟
「

ヂ

ス

｝

マ

」

の

幼
蟲

寄
生
せ

る

を

發
見
せ

ら
れ、

其
標
本
を
理

科
大

學
動
物
學
敏
室

に
郵

遘
せ

ら
れ

た

る

を、
飯
島
敏
授
の

好

意
に

よ

り

檢
査

す
る

を
得
髭
る

が
、

そ

の

蟹
は

總

て

切
恥

農
ミ
§

寒

ぎ
§
融

罵
目

蚤
自
雲
く

舞
冨

に

屬
す

る

も

の

な

る

を
知
り

得
た

う
。

其
標

本
は

今

手

許

に

な

け

れ

ば、

此

蟹
と
同

種

に

屬
す
る

三

騎
産
の

標
本
を
代

用
し
て
、

こ

≧

に

簡

單
な

る

記
載
と

寫
生

圖
と
を
幽

す

事
に
せ

わ
。

此

標
本

は

吉
田
氏

の

標
本
と
は

多
少
の

差
異
あ

れ

ど
も、
左

迄
重
要
な

ら

ざ
る

な

b
。

蓋
し、

變
異
に

富
む
　
頓

鶏

§
§
9

屬
中

、

本
種
の

如

き
は

特
に

變

異
甚
し
き

も

の

な

れ

ば

な

う
。

　
頭

胸
部
は

殆
ど
正

方
形

に

近
く、

腹
而
に

は
、

規
則

正

し
き
無

數
の

小

甌

劃
存

在
し
て

恰

も

鑪
の

面
の

如
き

觀
あ
る

所
を

見

る
べ

く、

又
、

第
三

顎
脚
は、

閉

鑚
し
て

も
荷

菱
形
の

塞

所
を

殘
す

を

（

抄
　
　
錬
）

σ
霧
著
弗

丈
論

設

鈔

（

雜
録
）

　
Q
肺
臓
「

ヂ

ス

｝
マ

」

の

申

問
宿

主

の

種
名
（

第
｝

報
）

三

七
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